








家庭教育に関する国際比較調査について
独立行政法人国立女性教青会館では、日本および諸外国の家庭・家族の変化、家庭教育の実態、

親の意識等を調査し、現代日本の家庭教青の特色や課題を明らかにするため、平成16年度・17

年度にr家庭教育に関する国際比較調査」た行いました。

　’　　　　　（対象国＝日本、韓国、タイ、アメリカ、フランス、スウェーデン）

　　　　　　　　　　家族でタ食をと6頭度が韓国に次いで少ない
　　　　　　　　　量。●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量6回　　　　　　　　　　　　●■書　平均

日　　　　‡ 濁1■ 遇2回 遇3置 遍4闘 W
鎖
レ

訳
奪
．
　

量7回 4．4團

臆

タ

・■コ＝］＝］］］］＝＝］・1

・團■一］・・
・…艨m［［［＝置引＝＝＝＝＝］・・

・・ン ｡田］＝［［＝＝＝＝＝＝＝＝］・・

…… y［［［［］＝［＝＝＝＝＝コ・・
〔注）1訓醸艮下の子どもと口馴しτいる艘、あるいはそれに綱童ずる人、各国約1，000人を射塗に■査

　　　資鶉：「畢戚1碑置・17隼麿家塵a青に，する国闘』比■闘闘査」目立女憧敏胃舎鱈

平日1日に子どもと一傭に過ごす時潤｛寝ている時【除く1　一父鞭は少なく、愚観は多い一

子青て上での儲みや間口点　～「子どもと接する時潤が短い」と悩んでいる環の翻舎一

⑬ 〔注｝1勿巳以下の子どもと属曇している璽、あ御いはそれに相遇する人を対亀に属査

責劉：「甲電1碑慶・17隼慶塞磨数盲に闘†る爾瞑比鮫騰董」目立女惟敏冒会鱈




